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カンボジア－「南部メコン」で捉えよ 
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東南アジア諸国連合（ＡＳＥＡＮ）におけるカンボジアの位置づけは、人口２０００万人に満たない「準優先国」となっ

ているケースが多い。日系企業にかぎらず、外資系企業の展開も他のＡＳＥＡＮ諸国に比べ、始まったばかりの   

ステージの企業が多い。 

 カンボジアは１カ国で見るのではなく、ベトナム・ホーチミンからタイ・バンコクまでをつなぐ「南部経済回廊」の中心

地として見るのが重要となり始めている。経済回廊の開通は、製造業の分業体制の構築だけでなく消費市場の東西

の接続に影響を及ぼし始めている。 

 カンボジアの国内の消費の中心は首都プノンペンである。ベトナムでの開業に続き６月末のオープンが発表された

イオンモールなど、プノンペンの消費をターゲットとした展開が加速し始めている。プノンペンの消費者像、特に富裕

層の消費を語る際には「高いブランドロイヤルティー」が挙げられる。 

 消費者へのインタビュー調査の結果、機能がある程度の期待水準にあれば、ブランドをそろえたいという回答が 

得られた。また、使用感が良ければ、継続してそのブランドを買い続けたいという回答が大勢を占めた。 

 日用品はベトナムやタイのブランドが浸透している。これは身近にある期待水準を満たす製品として認知された 

結果と見ることもできる。耐久消費財では、パナソニックやブラビア（ソニー）、トヨタなどの人気が高く、日本ブランド

は信頼の品質で地位を築いていると分析できる。 

 プノンペンの消費者、特に流行に敏感なアーリーアダプター（初期採用者）はインターネットやソーシャルメディアを

用いて、情報を常に追いかけている。いかに彼らの視界に入るかが重要なポイントになっている。 

 フォロワー層（消費の追随者）もアーリーアダプターの動向を注視しており、先行する消費者に対するプロモーショ

ンが消費市場を捉える上で重要となる。南部経済回廊の開通で、隣国から情報やモノが流れる中、１カ国向けの  

マーケティング活動だけでなく、南部メコンの枠組みで市場を捉えることがカンボジア進出のカギを握る。 
 

（『日刊工業新聞』新興国マーケット② 2014 年 5 月 15 日付より転載） 
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